
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面開口の第１の容器と、前記第１の容器内に取り外し自在に挿入されて前記第１の容
器の周囲壁と僅少隙間を存して対峙する周囲壁を備え前記第１の容器の底壁と間隔を保つ
位置に保持される上面開口の第２の容器との組み合わせからなる二重容器において、前記
第１の容器の底壁対応部分が切除された空間部分と、この空間部分の周縁部で隣同士が連
なり前記対峙する周囲壁間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面部分と、この
各側面部分から外方へ延びた引き抜き部とを形成した紙が前記第１の容器と前記第２の容
器との間に介在され、隣り合う前記側面部分相互の連なり部分が前記引き抜き部の引っ張
りによって破損する強さに形成されたことを特徴とする二重容器の運送用収納構造。
【請求項２】
　冷凍冷蔵庫内の自動製氷機へ製氷用水を供給するよう冷凍冷蔵庫の庫内に置かれる給水
容器は、上面開口のタンク本体と、このタンク本体内に取り外し自在に挿入されてこのタ
ンク本体の底壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の主タンク容器との組み合わせに
て前記間隔に補助タンク部を形成し、前記タンク本体の周囲壁と前記主タンク容器の周囲
壁とは僅少隙間を存して対峙し、前記補助タンク部の製氷用水を前記自動製氷機へ供給す
るために前記補助タンク部の底部に形成した給水口を開閉する開閉弁機構を備え、前記開
閉弁機構の対応部分が切除された空間部分と、この空間部分の周縁部で隣同士が連なり前
記対峙する周囲壁間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面部分と、この各側面
部分から外方へ延びた引き抜き部とを形成した紙が前記タンク本体と前記主タンク容器と
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の間に介在され、隣り合う前記側面部分相互の連なり部分が前記引き抜き部の引っ張りに
よって破損する強さに形成されたことを特徴とする給水容器の運送用収納構造。
【請求項３】
　冷凍冷蔵庫内の自動製氷機へ製氷用水を供給するよう冷凍冷蔵庫の庫内に置かれる給水
容器は、前後左右壁を有する上面開口のタンク本体と、このタンク本体内に取り外し自在
に挿入されてこのタンク本体の底壁と間隔を保つ位置に保持される前後左右壁を有する上
面開口の主タンク容器との組み合わせにて前記間隔に補助タンク部を形成し、前記タンク
本体の前後左右壁と前記主タンク容器の前後左右壁とは僅少隙間を存して対峙し、前記補
助タンク部の製氷用水を前記自動製氷機へ供給するために前記補助タンク部の底部に形成
した給水口を開閉する開閉弁機構を備え、前記前後左右壁のうち前記タンク本体と前記主
タンク容器との対峙する３壁面間の前記僅少隙間にそれぞれ介在される３側面部分と、こ
の３側面部分のそれぞれから外方へ延びた引き抜き部と、この３側面部分で囲まれて前記
開閉弁機構対応部分が切除された空間部分とを備えた第１の紙と、前記タンク本体と前記
主タンク容器との対峙する残りの壁面間の前記僅少隙間に介在される第４の側面部分とこ
の第４の側面部分から外方へ延びた引き抜き部とを備えた第２の紙とが、それぞれ前記タ
ンク本体と前記主タンク容器との間に介在され、前記第２の紙はその引き抜き部の引き抜
きにて取り外し可能であり、前記第１の紙は隣り合う前記側面部分相互の連結部分が前記
引き抜き部の引っ張りに伴って破損する厚さに形成されたことを特徴とする給水容器の運
送用収納構造。
【請求項４】
　上面開口の第１の容器と、前記第１の容器内に取り外し自在に挿入されて前記第１の容
器の周囲壁と僅少隙間を存して対峙する周囲壁を備え前記第１の容器の底壁と間隔を保つ
位置に保持される上面開口の第２の容器との組み合わせからなる二重容器の前記第１の容
器と前記第２の容器との間に介在され、前記第１の容器の底壁対応部分が切除された空間
部分と、この空間部分の周縁部で隣同士が連なり前記対峙する周囲壁間の僅少隙間に隣同
士が分離状態で介在される側面部分と、この各側面部分から外方へ延びた引き抜き部とを
形成し、隣り合う前記側面部分相互の連なり部が前記引き抜き部の引っ張りによって破損
する強さに形成されたことを特徴とする二重容器用平面状緩衝材。
【請求項５】
　上面開口のタンク本体と、このタンク本体内に取り外し自在に挿入されてこのタンク本
体の底壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の主タンク容器との組み合わせにて前記
間隔に補助タンク部を形成し、前記タンク本体の周囲壁と前記主タンク容器の周囲壁とは
僅少隙間を存して対峙し、前記補助タンク部の製氷用水を自動製氷機へ供給するために前
記補助タンク部の底部に形成した給水口を開閉する開閉弁機構を備えて冷凍冷蔵庫内に置
かれる給水容器に適用されるものであって、前記タンク本体と前記主タンク容器との間に
介在され、前記開閉弁機構の対応部分が切除された空間部分と、この空間部分の周縁部で
隣同士が連なり前記対峙する周囲壁間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面部
分と、この各側面部分から外方へ延びた引き抜き部とを形成し、隣り合う前記側面部分相
互の連なり部が前記引き抜き部の引っ張りによって破損する強さに形成されたことを特徴
とする給水容器用平面状緩衝材。
【請求項６】
　前後左右壁を有する上面開口のタンク本体と、このタンク本体内に取り外し自在に挿入
されてこのタンク本体の底壁と間隔を保つ位置に保持される前後左右壁を有する上面開口
の主タンク容器との組み合わせにて前記間隔に補助タンク部を形成し、前記タンク本体の
前後左右壁と前記主タンク容器の前後左右壁とは僅少隙間を存して対峙し、前記補助タン
ク部の製氷用水を自動製氷機へ供給するために前記補助タンク部の底部に形成した給水口
を開閉する開閉弁機構を備えて冷凍冷蔵庫内に置かれる給水容器に適用されるものであっ
て、前記前後左右壁のうち前記タンク本体と前記主タンク容器との対峙する３壁面間の前
記僅少隙間にそれぞれ介在される３側面部分と、この３側面部分のそれぞれから外方へ延
びた引き抜き部と、この３側面部分で囲まれて前記開閉弁機構対応部分が切除された空間
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部分とを備えた第１の平面状緩衝材と、前記タンク本体と前記主タンク容器との対峙する
残りの壁面間の前記僅少隙間に介在される第４の側面部分とこの第４の側面部分から外方
へ延びた引き抜き部とを備えた第２の平面状緩衝材とからなり、前記第２の平面状緩衝材
はその引き抜き部の引き抜きにて取り外し可能であり、前記第１の平面状緩衝材は隣り合
う前記側面部分相互の連結部分が前記引き抜き部の引っ張りに伴って破損する厚さに形成
されたことを特徴とする給水容器用平面状緩衝材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上下に重ね合わされる二重容器の運送用収納構造、冷凍冷蔵庫内の自動製氷
機へ製氷用水を供給する給水容器の運送用収納構造、並びにこのような二重容器及び給水
容器の運送時の傷つき防止のために用いられる平面状緩衝材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　段重ね状態にした容器をコンベアによって包装機へ移送し、帯状に切断されたプラスチ
ックフィルムをこの段重ね容器に帯掛けして包装するものがある（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　特許文献１のものは、夫々独立した容器を包装のために上下に段重ねするものであろう
から、段重ねした容器の外側を帯状のプラスチックフィルムで巻回した包装を行うもので
ある。このため、上下の容器が組み合わされて一つの機能をする容器を構成するものでは
ないため、上下の容器間に補助タンク部を形成してこの補助タンク部を特定機能部として
使用する容器ではない。
【０００４】
　また、貯水タンクの下方に貯水タンクの水を受ける水受容器と製氷皿へ供給する１回の
製氷に要する製氷用水を溜める計量容器とが設けられた構成のものがある（例えば特許文
献２参照）。
【特許文献１】特開平０６－０６４６２０号公報
【特許文献２】特開平５－１３３６５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、特許文献１の容器は、上下の容器が組み合わされて一つの機能をする容
器を構成するものではないため、上下の容器間に補助タンク部を形成してこの補助タンク
部を特定機能部として使用する容器ではない。また特許文献１では、特別な包装機が必要
となる。
【０００６】
　また、特許文献２の発明は、貯水タンクの下方に貯水タンクの水を受ける水受容器と計
量容器とが設けられた構成であり、ポンプで給水するものである。
【０００７】
　このような点に鑑みて、本発明は、一つの容器内に他の容器が挿入されて給水というよ
うな一つの機能をする二重容器を構成する形態であり、上下の容器間に補助タンク部を形
成してこの補助タンク部を特定機能部として使用する二重容器の運送用収納構造を提供す
るものである。
【０００８】
　また、冷凍冷蔵庫内の自動製氷機へ製氷用水を供給する給水容器として、上下の容器間
に補助タンク部を形成して、この補助タンク部に製氷用水の供給制御用の開閉弁機構を設
け、分解洗浄し易い簡素化された構成とし、運送時に生じる上下の容器の擦れによる損傷
を防止する構成とし、開閉弁機構に影響しない状態で包装の取り外しが行える運送用収納
構造を提供するものであり、特別な包装機を必要としない構成とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１発明の二重容器の運送用収納構造は、上面開口の第１の容器と、前記第１の容器内
に取り外し自在に挿入されて前記第１の容器の周囲壁と僅少隙間を存して対峙する周囲壁
を備え前記第１の容器の底壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の第２の容器との組
み合わせからなる二重容器において、前記第１の容器の底壁対応部分が切除された空間部
分と、この空間部分の周縁部で隣同士が連なりこの空間部分の周辺において前記対峙する
周囲壁間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面部分と、この各側面部分から外
方へ延びた引き抜き部とを形成した紙が前記第１の容器と前記第２の容器との間に介在さ
れ、隣り合う前記側面部分相互の連なり部分が前記引き抜き部の引っ張りによって破損す
る強さに形成されたことを特徴とする。
【００１０】
　第２発明の給水容器の運送用収納構造は、冷凍冷蔵庫内の自動製氷機へ製氷用水を供給
するよう冷凍冷蔵庫の庫内に置かれる給水容器は、上面開口のタンク本体と、このタンク
本体内に取り外し自在に挿入されてこのタンク本体の底壁と間隔を保つ位置に保持される
上面開口の主タンク容器との組み合わせにて前記間隔に補助タンク部を形成し、前記タン
ク本体の周囲壁と前記主タンク容器の周囲壁とは僅少隙間を存して対峙し、前記補助タン
ク部の製氷用水を前記自動製氷機へ供給するために前記補助タンク部の底部に形成した給
水口を開閉する開閉弁機構を備え、前記開閉弁機構の対応部分が切除された空間部分と、
この空間部分の周縁部で隣同士が連なりこの空間部分の周辺において前記対峙する周囲壁
間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面部分と、この各側面部分から外方へ延
びた引き抜き部とを形成した紙が前記タンク本体と前記主タンク容器との間に介在され、
隣り合う前記側面部分相互の連なり部分が前記引き抜き部の引っ張りによって破損する強
さに形成されたことを特徴とする。
【００１１】
　第３発明の給水容器の運送用収納構造は、冷凍冷蔵庫内の自動製氷機へ製氷用水を供給
するよう冷凍冷蔵庫の庫内に置かれる給水容器は、前後左右壁を有する上面開口のタンク
本体と、このタンク本体内に取り外し自在に挿入されてこのタンク本体の底壁と間隔を保
つ位置に保持される前後左右壁を有する上面開口の主タンク容器との組み合わせにて前記
間隔に補助タンク部を形成し、前記タンク本体の前後左右壁と前記主タンク容器の前後左
右壁とは僅少隙間を存して対峙し、前記補助タンク部の製氷用水を前記自動製氷機へ供給
するために前記補助タンク部の底部に形成した給水口を開閉する開閉弁機構を備え、前記
前後左右壁のうち前記タンク本体と前記主タンク容器との対峙する３壁面間の前記僅少隙
間にそれぞれ介在される３側面部分と、この３側面部分のそれぞれから外方へ延びた引き
抜き部と、この３側面部分で囲まれて前記開閉弁機構対応部分が切除された空間部分とを
備えた第１の紙と、前記タンク本体と前記主タンク容器との対峙する残りの壁面間の前記
僅少隙間に介在される第４の側面部分とこの第４の側面部分から外方へ延びた引き抜き部
とを備えた第２の紙とが、それぞれ前記タンク本体と前記主タンク容器との間に介在され
、前記第２の紙はその引き抜き部の引き抜きにて取り外し可能であり、前記第１の紙は隣
り合う前記側面部分相互の連結部分が前記引き抜き部の引っ張りに伴って破損する厚さに
形成されたことを特徴とする。
【００１２】
　第４発明の平面状緩衝材は、上面開口の第１の容器と、前記第１の容器内に取り外し自
在に挿入されて前記第１の容器の周囲壁と僅少隙間を存して対峙する周囲壁を備え前記第
１の容器の底壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の第２の容器との組み合わせから
なる二重容器の前記第１の容器と前記第２の容器との間に介在され、前記第１の容器の底
壁対応部分が切除された空間部分と、この空間部分の周縁部で隣同士が連なりこの空間部
分の周辺において前記対峙する周囲壁間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面
部分と、この各側面部分から外方へ延びた引き抜き部とを形成し、隣り合う前記側面部分
相互の連なり部が前記引き抜き部の引っ張りによって破損する強さに形成されたことを特

10

20

30

40

50

(4) JP 3976751 B2 2007.9.19



徴とする。
【００１３】
　第５発明の平面状緩衝材は、上面開口のタンク本体と、このタンク本体内に取り外し自
在に挿入されてこのタンク本体の底壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の主タンク
容器との組み合わせにて前記間隔に補助タンク部を形成し、前記タンク本体の周囲壁と前
記主タンク容器の周囲壁とは僅少隙間を存して対峙し、前記補助タンク部の製氷用水を自
動製氷機へ供給するために前記補助タンク部の底部に形成した給水口を開閉する開閉弁機
構を備えて冷凍冷蔵庫内に置かれる給水容器に適用されるものであって、前記タンク本体
と前記主タンク容器との間に介在され、前記開閉弁機構の対応部分が切除された空間部分
と、この空間部分の周縁部で隣同士が連なりこの空間部分の周辺において前記対峙する周
囲壁間の僅少隙間に隣同士が分離状態で介在される側面部分と、この各側面部分から外方
へ延びた引き抜き部とを形成し、隣り合う前記側面部分相互の連なり部が前記引き抜き部
の引っ張りによって破損する強さに形成されたことを特徴とする。
【００１４】
　第６発明の平面状緩衝材は、前後左右壁を有する上面開口のタンク本体と、このタンク
本体内に取り外し自在に挿入されてこのタンク本体の底壁と間隔を保つ位置に保持される
前後左右壁を有する上面開口の主タンク容器との組み合わせにて前記間隔に補助タンク部
を形成し、前記タンク本体の前後左右壁と前記主タンク容器の前後左右壁とは僅少隙間を
存して対峙し、前記補助タンク部の製氷用水を自動製氷機へ供給するために前記補助タン
ク部の底部に形成した給水口を開閉する開閉弁機構を備えて冷凍冷蔵庫内に置かれる給水
容器に適用されるものであって、前記前後左右壁のうち前記タンク本体と前記主タンク容
器との対峙する３壁面間の前記僅少隙間にそれぞれ介在される３側面部分と、この３側面
部分のそれぞれから外方へ延びた引き抜き部と、この３側面部分で囲まれて前記開閉弁機
構対応部分が切除された空間部分とを備えた第１の平面状緩衝材と、前記タンク本体と前
記主タンク容器との対峙する残りの壁面間の前記僅少隙間に介在される第４の側面部分と
この第４の側面部分から外方へ延びた引き抜き部とを備えた第２の平面状緩衝材とからな
り、前記第２の平面状緩衝材はその引き抜き部の引き抜きにて取り外し可能であり、前記
第１の平面状緩衝材は隣り合う前記側面部分相互の連結部分が前記引き抜き部の引っ張り
に伴って破損する厚さに形成されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　第１の容器の中に第２の容器が取り外し自在なるように両容器の側壁相互間に僅少隙間
を存する状態に組み合わされる二重容器において、この二重容器を運搬する場合には、そ
のままの状態では両容器の側壁が擦れて傷がつくが、第１の発明では、両容器の壁間の僅
少隙間に介在される紙によってその損傷を防ぐことができる。このため、両容器間に紙を
介在されさせる作業だけで達成でき、従来技術のようなフィルムによる梱包機械も不要と
なる。また、包装を解いて二重容器を使用する場合は、引き抜き部が露出していることに
よって、この紙が介在されていることを視認できるため、この紙の取り外しを促すことが
できる。この紙は第１の容器の底壁対応部分が切除された空間部分を形成しているため、
引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り合う側面部分相互の連結部分に引っ張り
作用が働き、この連結部分が破損するようになり、この引き抜き部に繋がる側面部分を引
き抜きによって取り外すことができる。そして、同様の作業によって他の側面部分も取り
外すことができる。
【００１６】
　第２の発明の給水容器は、タンク本体内にその前後左右壁と僅少隙間を存して対向する
前後左右壁を有する上面開口の主タンク容器が取り外し自在に挿入されて、タンク本体と
主タンク容器との間に補助タンク部を形成し、この補助タンク部の底部に形成した給水口
を開閉する開閉弁機構を備えたものであるが、タンク本体と主タンク容器はその壁間の僅
少隙間に介在される紙によって、その運搬時に擦れ合いによる損傷を防ぐことができる。
このため、両容器間に紙を介在されさせる作業だけで達成でき、従来技術のようなフィル
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ムによる梱包機械も不要となる。また、給水容器を使用する場合は、引き抜き部が露出し
ていることによって、この紙が介在されていることを視認できるため、この紙の取り外し
を促すことができる。そして、この紙は開閉弁機構対応部分が切除された空間部分を形成
しているため、引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り合う側面部分相互の連結
部分に引っ張り作用が働き、この連結部分が破損するようになり、この引き抜き部に繋が
る側面部分を取り外すことができる。そして、同様の作業によって他の側面部分も取り外
すことができる。このため、補助タンク部の底部に備えた開閉弁機構が、この紙によって
移動したり、バネが変形したりすることもなく、開閉弁機構は正常な状態で機能できるよ
うになる。
【００１７】
　第３発明の給水容器は、タンク本体内にその前後左右壁と僅少隙間を存して対向する前
後左右壁を有する上面開口の主タンク容器が取り外し自在に挿入されて、タンク本体と主
タンク容器との間に補助タンク部を形成し、この補助タンク部の底部に形成した給水口を
開閉する開閉弁機構を備えたものであるが、タンク本体と主タンク容器は、その壁間の僅
少隙間に介在される紙によって、その運搬時に擦れ合いによる損傷を防ぐことができる。
このため、両容器間に紙を介在されさせる作業だけで達成でき、従来技術のようなフィル
ムによる梱包機械も不要となる。また、給水容器を使用する場合は、引き抜き部が露出し
ていることによって、この紙が介在されていることを視認できるため、この紙の取り外し
を促すことができる。そして、この紙は、第１の紙と第２の紙とから構成されており、第
１の紙は、開閉弁機構対応部分が切除された空間部分を３側面部分で囲む形態であるため
、一つの引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り合う側面部分相互の連結部分に
引っ張り作用が働き、この連結部分が破損し易くなり、この破損によって引き抜き部に繋
がる側面部分を取り外すことができる。そして、同様の作業によって他の側面部分も取り
外すことができる。また、第２の紙は、そのまま引き抜くことによって取り外せる。この
ため、補助タンク部の底部に備えた開閉弁機構がこの紙によって移動したり、バネが変形
したりすることもなく、開閉弁機構は正常な状態で機能できるようになる。
【００１８】
　第４の発明は、第１の発明と同様の二重容器を運搬する場合に、両容器の側壁が擦れて
傷がつくことを防止するための平面状緩衝材に係る発明であり、両容器間にこの平面状緩
衝材を介在されさせる作業だけで達成でき、従来技術のようなフィルムによる梱包機械も
不要となる。また、包装を解いて二重容器を使用する場合は、引き抜き部が露出している
ことによって、この平面状緩衝材が介在されていることを視認できるため、この平面状緩
衝材の取り外しを促すことができる。この平面状緩衝材は第１の容器の底壁対応部分が切
除された空間部分を形成しているため、引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り
合う側面部分相互の連結部分に引っ張り作用が働き、この連結部分が破損するようになり
、この引き抜き部に繋がる側面部分を引き抜きによって取り外すことができる。そして、
同様の作業によって他の側面部分も取り外すことができる。
【００１９】
　第５の発明は、第２の発明と同様の給水容器を運搬する場合に、タンク本体と主タンク
容器の側壁が擦れて傷がつくことを防止するための平面状緩衝材に係る発明であり、タン
ク本体と主タンク容器間にこの平面状緩衝材を介在されさせる作業だけで達成でき、従来
技術のようなフィルムによる梱包機械も不要となる。また、給水容器を使用する場合は、
引き抜き部が露出していることによって、この平面状緩衝材が介在されていることを視認
できるため、この平面状緩衝材の取り外しを促すことができる。そして、この平面状緩衝
材は開閉弁機構対応部分が切除された空間部分を形成しているため、引き抜き部を摘んで
引き抜くことによって、隣り合う側面部分相互の連結部分に引っ張り作用が働き、この連
結部分が破損するようになり、この引き抜き部に繋がる側面部分を取り外すことができる
。そして、同様の作業によって他の側面部分も取り外すことができる。このため、補助タ
ンク部の底部に備えた開閉弁機構が、この平面状緩衝材によって移動したり、バネが変形
したりすることもなく、開閉弁機構は正常な状態で機能できるようになる。
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【００２０】
　第６の発明は、第３の発明と同様の給水容器を運搬する場合に、タンク本体と主タンク
容器の側壁が擦れて傷がつくことを防止するための平面状緩衝材に係る発明であり、タン
ク本体と主タンク容器間にこの平面状緩衝材を介在されさせる作業だけで達成でき、従来
技術のようなフィルムによる梱包機械も不要となる。そして、給水容器を使用する場合は
、引き抜き部が露出していることによって、この平面状緩衝材が介在されていることを視
認できるため、この平面状緩衝材の取り外しを促すことができる。また、この平面状緩衝
材は、第１の平面状緩衝材と第２の平面状緩衝材とから構成されており、第１の平面状緩
衝材は、開閉弁機構対応部分が切除された空間部分を３側面部分で囲む形態であるため、
一つの引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り合う側面部分相互の連結部分に引
っ張り作用が働き、この連結部分が破損し易くなり、この破損によって引き抜き部に繋が
る側面部分を取り外すことができる。そして、同様の作業によって他の側面部分も取り外
すことができる。また、第２の平面状緩衝材は、そのまま引き抜くことによって取り外せ
る。このため、補助タンク部の底部に備えた開閉弁機構がこの平面状緩衝材によって移動
したり、バネが変形したりすることもなく、開閉弁機構は正常な状態で機能できるように
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明は、上面開口の第１の容器と、第１の容器の周囲壁と僅少隙間を存して第１の容
器内に取り外し自在に挿入されて第１の容器の底壁と間隔を保つ位置に保持される上面開
口の第２の容器との組み合わせからなる二重容器において、前記僅少隙間にそれぞれ介在
される側面部分と、この各側面部分から外方へ延びた引き抜き部と、第１の容器の底壁対
応部分が切除された空間部分とを形成した紙が第１の容器と第２の容器との間に介在され
、この紙は、隣り合う側面部分相互の連結部分が引き抜き部の引っ張りによって破損する
強さに形成されたものであり、本発明の実施例を以下に記載する。
【実施例１】
【００２２】
　次に、本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明に係る冷凍冷蔵庫の正面図
、図２は本発明に係る冷凍冷蔵庫本体を正面から見た説明図、図３は本発明に係る冷凍冷
蔵庫の縦断側面図、図４は本発明に係る給水容器の斜視図、図５は本発明に係る給水容器
と給水路部分の分解斜視図、図６は本発明に係る給水容器の開閉弁が閉じた状態の断面に
よる説明図、図７は本発明に係る給水容器と紙との関係を示す分解斜視図、図８は本発明
に係る給水容器の運送時の収納構造を示す斜視図である。
【００２３】
　実施例１に係る冷凍冷蔵庫１は、前面開口の本体２内を区画して複数の貯蔵室を形成し
、これら各貯蔵室の前面は扉で開閉できる構成である。冷凍冷蔵庫本体２は外箱（外壁板
）２Ａと内箱（内壁板）２Ｂとの間に発泡断熱材２Ｃを充填した断熱構造である。冷凍冷
蔵庫本体２内には、上から冷蔵室３、冷凍室５、野菜室４が区画されて設けられている。
【００２４】
　冷蔵室３の前面開口は、冷凍冷蔵庫本体２の一側部にヒンジ装置にて横方向に回動する
回動式の冷蔵室扉１０にて開閉される。野菜室４の前面開口は、野菜室４内に設けた左右
のレールとローラによる支持装置１８によって前後方向へ引き出し可能に支持した野菜容
器１５と共に前方へ引き出される引き出し式扉１１にて閉塞されている。冷凍室５の前面
開口は、冷凍冷蔵庫本体２の一側部にヒンジ装置にて横方向に回動する回動式の扉１２に
て閉塞されているが、野菜室４と同様に、冷凍室内に設けた左右のレールに対して前後方
向へ引き出し可能に支持した容器を扉１２と共に前方へ引き出される引き出し式とする構
成でもよい。
【００２５】
　２０は冷凍サイクルの冷媒の圧縮機、２１は冷凍サイクルの冷媒の凝縮器である。２２
は凝縮器２１の熱によって後述の除霜水を蒸発させるための蒸発皿であり、凝縮器２１上
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に載置して冷凍冷蔵庫本体２の前面下部から引き出し自在である。圧縮機２０、凝縮器２
１、蒸発皿２２は、冷凍冷蔵庫本体２の下部に設けた機械室２３に設置されている。２４
は冷凍室５の背面部に形成した冷却器室２６に設置した冷媒の蒸発器（冷却器）である。
２５は蒸発器（冷却器）２４で冷却した冷気を冷凍室５、冷蔵室３、野菜室４へ循環する
送風機である。２７は蒸発器（冷却器）２４の除霜用ガラス管ヒータである。蒸発器（冷
却器）２４の除霜水は、排水管を通って蒸発皿２２へ導かれてそこで蒸発する。
【００２６】
　上部に位置する冷蔵室３とその下部に位置する冷凍室５とは断熱仕切り壁２８にて区画
されており、断熱仕切り壁２８は、インジェクション成形の合成樹脂製上板２９とインジ
ェクション成形の合成樹脂製下板３０との間に、予め所定形状に成形された発泡スチロー
ル等の断熱材３１が挟持された断熱構造をなしている。このような断熱仕切り壁２８は、
冷蔵庫本体２の内箱（内壁板）２Ｂの左右側壁に前後方向に形成した溝と、内箱（内壁板
）２Ｂの後壁に形成した前面開口の溝に冷蔵庫本体２の前面開口部から挿入されて取り付
けられる構成である。
【００２７】
　３２は冷凍冷蔵庫本体２の背壁の前面側に配設した冷蔵室３の背壁部材であり、合成樹
脂製背面板とその裏側に取り付けた発泡スチロール等の断熱材との組み合わせ構成され、
冷蔵室３の背面側に上下方向の冷気供給通路３５と、その左右両側に冷気通路３５Ａを形
成している。
【００２８】
　断熱仕切り壁２８の後部には、断熱仕切り壁２８を上下に貫通した冷気供給通路３６が
形成され、冷気供給通路３６は、その下部が送風機２５から供給される冷気の導入部であ
り、上部が冷気供給通路３５に連通した配置である。冷気供給通路３６にはダンパ装置５
０が取り付けられており、ダンパ装置５０は、冷蔵室３の温度を感知するセンサの温度感
知に基づき制御回路部によって冷気供給通路３６を開閉する動作をする。このダンパ装置
５０の開閉動作によって、冷蔵室３は所定の温度に制御される。
【００２９】
　冷凍室５内は区画板４７によって左側に冷凍温度に保たれる前面開口の製氷室６が、そ
して右側に冷凍温度に保たれる冷凍小室５Ａが区画形成され、製氷室６内には上部に自動
製氷機７が配置され、その自動製氷機７の下方には上面開口の貯氷容器８が配置されてい
る。貯氷容器８は、製氷室６の左右側壁に設けらレール６Ａに前後方向へ引き出し自在に
支持されている。自動製氷機７は電動機構７Ａによって回転駆動される製氷皿７Ｂを備え
ている。製氷室６は扉１２を開くことによってその前面開口は開放され、貯氷容器８を前
方へ取り出し可能である。製氷室６と冷凍小室５Ａの前面開口はそれぞれ別個の扉にて開
閉可能に閉じる構成でもよい。
【００３０】
　９は後述の自動製氷機７へ供給する製氷用水を貯める給水容器（貯水容器ともいう）で
あり、横幅に比して奥行きが長い矩形状をなし、冷蔵室３内を区画壁４５で仕切って形成
した小室４６に配置されており、冷蔵室３内の温度で冷却され、冷蔵室３の前面扉１０を
開くことによって取っ手９Ｓを持って前方へ取り出すことができる。
【００３１】
　冷凍冷蔵庫１は、圧縮機２０で圧縮した冷媒を凝縮器２１で凝縮した後、膨張弁又はキ
ャピラリチューブを通して減圧し、蒸発器（冷却器）２４で蒸発させて圧縮機２０へ帰還
せしめ、再び圧縮機２０で圧縮して同じ循環を繰り返す冷凍システムを構成する。蒸発器
（冷却器）２４で冷却した冷気は送風機２５によって矢印のように循環する。即ち、送風
機２５から送出される冷気は冷凍室５の背壁上部の冷気吹き出し口３７から冷凍室５と製
氷室６の製氷皿７Ｂへ供給され、冷凍室５の背壁下部の冷気吸込み口３８から冷却器室２
６に帰還して再び蒸発器（冷却器）２４にて冷却される循環をする。また、送風機２５か
ら送出される冷気は、冷気供給通路３６を通って冷気供給通路３５へ供給され、冷気供給
通路３５の左右両側に形成した冷気通路３５Ａに流通して冷蔵室３の背壁３２に形成した
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冷気吹き出し口３９から冷蔵室３へ供給される。
【００３２】
　冷蔵室３へ供給された冷気は、冷蔵室３の背壁３２の一側下部に形成した冷気吸込み口
４０から吸い込まれて、冷凍室５の後方に形成した冷気通路４１を下方に流れて野菜室４
の後部に開口した冷気吹き出し口４２から野菜室４に吹き出す。野菜室４に吹き出した冷
気は、野菜容器１５内の野菜等を冷却して野菜室４の上部又は野菜室４の後部に開口した
冷気吸込み口４３から冷却器室２６に帰還して再び蒸発器（冷却器）２４にて冷却される
循環をする。
【００３３】
　製氷用水は給水容器９から自然落下方式によって給水路５１Ａを介して自動製氷機７の
製氷皿７Ｂへ供給される。製氷皿７Ｂは、長手方向を列方向として４個２列、５個２列、
又は６個２列のように複数の製氷小室に区分されて８乃至１２個の角型氷が作られる合成
樹脂製である。また、貯氷容器８は、白色、透明、半透明又はその他の色の合成樹脂製で
あり、奥行きが左右幅に比して長い上面開口の箱状である。
【００３４】
　単に給水容器９内の製氷用水を一定時間でもって供給する方式とすれば、給水容器９内
の製氷用水が満杯の場合と水位が低下した場合とでは一定時間で供給される量の変動が大
きくなって好ましくない。
【００３５】
　この問題を解決するために、一定時間供給方式を採用しても１回の製氷に要する製氷用
水の供給時間も比較的短く供給量の変動が少ない構成とする。このため、給水容器９内に
補助タンク部９Ｃを設ける方式とし、給水容器９内に貯溜する殆んどの製氷用水は主タン
ク容器９Ｂに貯え、補助タンク部９Ｃには、その一部分の量である自動製氷機７による数
回の製氷に要する量の製氷用水を貯溜するものである。１回の製氷に要する量は、製氷皿
７Ｂがほぼ満杯になる規定水量である。
【００３６】
　本発明の給水容器９は、横幅に比して奥行きが長い略矩形状の上面開口を形成した透明
な合成樹脂製のタンク本体９Ａの上面開口を塞ぐように、上面開口の透明な合成樹脂製の
主タンク容器９Ｂを取り外し自在に挿入して嵌め合わせている。タンク本体９Ａと主タン
ク容器９Ｂとの関係は、主タンク容器９Ｂの前後左右の壁で構成される周囲壁９Ｂ１がタ
ンク本体９Ａの前後左右の壁で構成される周囲壁９Ａ１と僅少隙間Ｍを存するように、近
接状態にタンク本体９Ａ内上部に主タンク容器９Ｂが支持される。
【００３７】
　この支持は、主タンク容器９Ｂの上端部に形成した外向きフランジ９Ｐがタンク本体９
Ａの内面上部の段差部９Ｑに載置されて主タンク容器９Ｂがタンク本体９Ａの底壁と間隔
を保つ位置に浮いた状態に保持され、主タンク容器９Ｂはタンク本体９Ａに対して上方へ
取り外し自在である。これによって、主タンク容器９Ｂが主タンク部を形成し、上面が主
タンク容器９Ｂにて塞がれた補助タンク部９Ｃがタンク本体９Ａ内底部に形成される。補
助タンク部９Ｃは、後述のように１乃至３回の製氷に必要な製氷用水を貯留する容積を備
え、１回毎の製氷用水を供給する部分であるため、計量タンク部とも称する。
【００３８】
　また給水容器９は、主タンク容器９Ｂの上面開口が取り外し自在なカバー９Ｄによって
閉じられている。カバー９Ｄは下面周縁部に形成した下向き溝９Ｔがタンク本体９Ａの上
端に取り外し自在に嵌り合った組み合わせであり、カバー９Ｄは係脱自在なフック装置９
Ｒによってタンク本体９Ａに留められる構成である。給水容器９は、補助タンク部９Ｃへ
空気を供給するように空気通路９Ｅを備えている。これは、主タンク容器９Ｂの後部に上
下方向に貫通した窪み９Ｅ１を形成して、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間に空
気通路９Ｅを形成しているが、主タンク容器９Ｂの底壁を貫通して主タンク容器９Ｂの上
部の空間と補助タンク部９Ｃが連通するパイプを立設した構成でもよい。
【００３９】

10

20

30

40

50

(9) JP 3976751 B2 2007.9.19



　主タンク容器９Ｂの製氷用水を補助タンク部９Ｃへ自然落下供給するために、主タンク
容器９Ｂの底壁に小径の供給孔９Ｈを形成している。主タンク容器９Ｂの上面開口が注水
口９Ｋを有するカバー９Ｄによって閉じられた状態で、空気通路９Ｅの上端開口は、主タ
ンク容器９Ｂ上の空間に連通する状態である。注水口９Ｋはカバー９Ｄの一部である開閉
自在な蓋９Ｍによって閉じられた状態である。主タンク容器９Ｂ内への注水は、給水容器
９を冷凍冷蔵庫１から引き出し、蓋９Ｍを開いて行えるが、カバー９Ｄを外して行うこと
もできる。
【００４０】
　給水容器９は、カバー９Ｄをタンク本体９Ａに取り付けた状態において、断熱仕切り壁
２８上をスライドさせて小室４６内に挿入することによって、合成樹脂製上板２９の凹部
に嵌り所定位置に保持される。給水容器９の所定位置保持機構としては、断熱仕切り壁２
８の合成樹脂製上板２９から上方へ若干突出した弾性部材が給水容器９の底部の係止部に
係止する構成とすることにより安定保持ができ、給水容器９をこの弾性部材に抗して前方
へ引くことによってこの弾性部材が下方へ押され、給水容器９を小室４６から引き出すこ
とができる。
【００４１】
　給水容器９が前記弾性部材に係止されて所定位置に保持されたとき、冷蔵室３の背壁３
２の内側に設けたスイッチがＯＮするようになり、このスイッチのＯＮに基づき制御回路
部によって後述の製氷サイクルが始動可能状態とすることができる。
【００４２】
　給水容器９は、主タンク容器９Ｂの底壁の供給孔９Ｈの直下位置に補助タンク部９Ｃの
底部に円形の給水口６０を形成しており、上下動によって給水口６０を開閉する合成樹脂
製の開閉弁６１を備えた開閉弁機構Ｐを備えている。開閉弁６１はその上部に主タンク容
器９Ｂの底壁の供給孔９Ｈを開閉する弁部６１Ａを形成しており、弁部６１Ａは供給孔９
Ｈの下端に形成した円錐形状の広がり座部に嵌り合うようにドーム形状をなす。開閉弁６
１はその下面に給水口６０内に侵入する円形状突出部を形成し、この円形状突出部の周囲
にＯリング形状の環状シールパッキン６４を備え、この環状シールパッキン６４によって
開閉弁６１と給水口６０周辺部との密着性を向上させている。開閉弁６１の上下動を案内
するために、補助タンク部９Ｃの底部から開閉弁６１の周囲に円周に等間隔配置の複数の
ガイド片９５が設けられている。
【００４３】
　開閉弁６１はその自己の重量によって給水口６０を閉じる方式でもよいが、給水口６０
の閉止機能が弱い場合にはバネ６５の付勢にて下降して給水口６０を閉じる方式とすれば
よい。バネ６５はドーム形状の弁部６１Ａの周囲に形成した溝に嵌りあって開閉弁６１に
保持されている。
【００４４】
　給水容器９が冷凍冷蔵庫１内に収納されたとき給水口６０と対応する直下位置において
、断熱仕切り壁２８を貫通して製氷皿７Ｂの上面に向けて開口した略垂直状に上下方向の
給水路５１Ａを形成している。給水路５１Ａの下端は製氷皿７Ｂの後部側の製氷小室の一
つに臨む位置に開口している。給水路５１Ａは、給水口６０から流下する製氷用水の受け
が良好になるように漏斗状に広がった製氷用水の受け部６５を上端部に形成した給水管５
１によって形成され、この給水管５１は断熱仕切り壁２８を貫通するように合成樹脂製上
板２９に一体形成した貫通パイプ部２９Ａ内に接着にて固定されている。横断面が円形状
の給水路５１Ａを形成する給水管５１は断熱仕切り壁２８よりも下方に若干突出した状態
である。
【００４５】
　開閉弁６１は、給水路５１Ａ内に上下移動可能に収納された永久磁石６３付き作動部材
９０によって開閉作動される。永久磁石６３は、上下に離間配置された一対の永久磁石６
３Ａ、６３Ｂが相互に反発し合う向きに構成され、その一例として、図のように永久磁石
６３Ａ、６３ＢのＳ極が向き合う状態で配置されている。
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【００４６】
　作動部材９０の周囲には永久磁石６３Ａ、６３Ｂに対応するようにソレノイド６６が設
けられている。ソレノイド６６はホルダー６８に保持され、断熱仕切り壁２８の合成樹脂
製下板３０の窪み部３０Ａに収納される状態で給水路５１Ａの周囲に位置するように貫通
パイプ部２９Ａの外側に嵌め合わされ、ホルダー９３をネジ９４によって合成樹脂製下板
３０に固定している。ソレノイド６６への通電制御は、冷蔵庫１に設けた制御回路部によ
ってタイマ制御されて一定時間通電されることによって、作動部材９０が後述のように上
昇して開閉弁６１を開き、規定量の製氷用水が自動製氷機７へ供給される。
【００４７】
　作動部材９０はソレノイド６６への通電によって上昇して開閉弁６１を開き、この上昇
によって、作動部材９０の周囲と給水管５１との間に略垂直方向に製氷用水の流下通路が
形成される。このため横断面が円形状の給水管５１の内径よりも小径の横断面が円形状の
外形をなす下部材９０Ｂと、この下部材９０Ｂの上端に結合された横断面が円形状の上部
材９０Ａとから構成され、上部材９０Ａは給水路５１Ａの製氷用水の受け部６５の部分に
係止される外形をなし、下部材９０Ｂは下方に向かって徐々に外形が小さくなる形状をな
す。上部材９０Ａに上部の永久磁石６３Ａが保持され、下部材９０Ｂに下部の永久磁石６
３Ｂが保持された状態である。
【００４８】
　作動部材９０はソレノイド６６が非通電のときは給水路５１を閉じた下降位置にあり、
上部材９０Ａが給水路５１を上部で塞いだ構成である。このため、給水路５１Ａを通して
冷凍室５と冷蔵室３の冷気流通が遮断されるため、冷凍室５の冷えが低下すること等を防
止できる。
【００４９】
　作動部材９０の上部材９０Ａの上端部は、開閉弁６１の下面に形成した円錐形状の窪み
部６１Ｂに嵌り合うようなドーム形状の凸部９０Ｃを形成しており、凸部９０Ｃが窪み部
６１Ｂに入り込むことによって開閉弁６１を上方へ開く作動が的確となる。
【００５０】
　作動部材９０の下端部は給水路５１Ａの下端部に若干突出状態に覗くと共に、流下する
製氷用水の飛散を防止して製氷皿７Ｂの所定の製氷小室への製氷用水を的確に導くように
している。そのために、作動部材９０の下端部は先細り形状に形成されている。
【００５１】
　給水路５１Ａ内の残水の凍結防止のために、ソレノイド６６の発熱を給水路５１Ａ内に
伝達するようにしている。このため、貫通パイプ部２９Ａの外周面に熱伝導層７２として
のアルミニウム箔７２を取り付け、ソレノイド６６の発熱をアルミニウム箔７２を介して
給水路５１Ａ内に伝達している。
【００５２】
　主タンク容器９Ｂの底部には、主タンク容器９Ｂの供給孔９Ｈを覆う状態でフィルタ９
２が主タンク容器９Ｂに形成した保持リブ９１によって取り外し自在に保持されている。
主タンク容器９Ｂは、その外向きフランジ９Ｐがタンク本体９Ａの段差部９Ｑに係止され
た載置状態であるため、カバー９Ｄを取り外せばタンク本体９Ａから取り出すことができ
る。このため、補助タンク部９Ｃを含めてタンク本体９Ａ内を清掃でき、またフィルタ９
２も取り外し可能であるため、主タンク容器９Ｂの内外面の清掃も容易となる。更に、開
閉弁６１も取り外し可能となるため、給水容器９内の清掃は容易である。
【００５３】
　ソレノイド６６への通電制御は、冷蔵庫１に設けた制御回路部によってタイマ制御され
て一定時間通電された後、非通電となる。図６はソレノイド６６が非通電であり、開閉弁
６１が降下して給水口６０を閉じ、供給孔９Ｈが弁部６１Ａによって開いた状態である。
この状態において、ソレノイド６６への通電によってソレノイド６６にはＳ極が上にＮ極
が下に形成され、作動部材９０の永久磁石６３Ａ、６３Ｂとの相互作用によって作動部材
９０が上昇駆動され、作動部材９０によって開閉弁６１が上方へ押されてバネ６７を圧縮
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しつつ開閉弁６１が給水口６０を開く。開閉弁６１は給水口６０を開くと共に上方の主タ
ンク容器９Ｂの底壁の供給孔９Ｈを弁部６１Ａによって閉じる。ソレノイド６６と永久磁
石６３Ａ、６３Ｂの関係は、このように開閉弁６１が給水口６０を開くように作動部材９
０を上昇駆動する吸引作用を行うと共に、ソレノイド６６による磁力と作動部材９０の永
久磁石６３Ａ、６３Ｂの相互作用によって、作動部材９０の上方への飛び出しを防止する
ように抑制作用を行う関係である。
【００５４】
　ソレノイド６６は、タイマ制御されて一定時間通電された後、非通電となり、図６の状
態に復帰する。なお、永久磁石６３Ａ、６３Ｂは夫々のＮ極が向き合う状態に配置し、ソ
レノイド６６にはソレノイド６６への通電によってＮ極が上にＳ極が下に形成されるよう
に構成してもよい。
【００５５】
　給水容器９の高さが制限される場合にも、１回の製氷に要する製氷用水を所定時間内に
きちんと給水できるようにして製氷効率の低下を抑制できる構成が望ましい。このため、
補助タンク部９Ｃには自動製氷機７による数回の製氷に要する量の製氷用水を貯溜するこ
とによって、ある程度の水頭（水位）を得ることができるため、給水容器９内の製氷用水
を一定時間でもって供給する方式とした場合にも、１回の製氷に要する製氷用水の供給時
間も比較的短くでき、供給量の変動が少ない構成とすることができる。実施例では、一回
の製氷に要する製氷用水量である８０立方ｃｍの３倍、即ち３回分の製氷に要する製氷用
水量を確保できるように、４回の製氷分未満の量である２００立方ｃｍを蓄えるようにし
ている。これによって、供給水量に変動が少ない状態の給水が得られる。
【００５６】
　自動製氷機７の製氷運転は、冷凍冷蔵庫１に設けた制御回路部によって制御される製氷
工程と脱氷工程から構成される。給水容器９内に十分な量の製氷用水が注入された状態で
冷蔵庫の所定位置へ収納された状態において、手動操作にて製氷始動スイッチが入ると製
氷工程が開始し、前記制御回路部によってソレノイド６６へ所定時間通電され、作動部材
９０が上昇して開閉弁６１が給水口６０を開き、補助タンク部９Ｃから製氷皿７Ｂへ一回
の製氷に要する所定量の製氷用水が自然落下にて自動給水される。
【００５７】
　この給水の後に前記制御回路部によって製氷が行われ、前記制御回路部のタイマ手段に
よって一定時間経過したとき、又は氷の形成を製氷皿センサが製氷皿７Ｂの低下した温度
を検知したとき、前記制御回路部によって脱氷工程が開始し、電動機構７Ａが始動して製
氷皿７Ｂを反転して捻り、製氷皿７Ｂ内の氷を下方の貯氷容器８へ落下せしめた後、製氷
皿７Ｂを復帰させ、再び給水して製氷工程に入る製氷運転サイクルを行う。
【００５８】
　開閉弁６１が開いたとき、補助タンク部９Ｃへは空気通路９Ｅから十分な量の空気が供
給される状態であるため、給水口６０から製氷皿７Ｂへの製氷用水の供給が円滑である。
そして、補助タンク部９Ｃ内の製氷用水の不足分は、主タンク容器９Ｂの製氷用水が供給
孔９Ｈを通して補助タンク部９Ｃへ供給されて補充される。補助タンク部９Ｃに規定水量
が溜まったとき、空気通路９Ｅ内にも製氷用水が入り込み、そのレベルは主タンク容器９
Ｂの製氷用水レベルＬと同じである。
【００５９】
　冷凍冷蔵庫１を工場から市場に運送する場合、給水容器９を含む冷凍冷蔵庫１内の部品
も一緒に運送するために、これらの部品は冷凍冷蔵庫１内に収納した状態で運送される。
この場合、タンク本体９Ａ内に主タンク容器９Ｂが収納された給水容器９の組み立て状態
で運送されるときは、両者の周囲壁が擦れ合って両者に傷がつく。特に透明な給水容器９
では、この傷が目立つ。また、これを防止するために、タンク本体９Ａ、主タンク容器９
Ｂ、開閉弁機構Ｐを分解して別個の包装を行って冷凍冷蔵庫１内に収納して運送する場合
には、それぞれの包装の手間と、冷凍冷蔵庫１を設置した際にこれらの組み立てが必要と
なり、面倒な作業が必要となる。特に、別個の包装を行う場合には、開閉弁機構Ｐの紛失
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の問題も生じ易く、組み立ての面倒さも残る。
【００６０】
　本発明は、このような問題を解決するために、この給水容器９のように、上面開口の第
１の容器（タンク本体９Ａに相当）と、この第１の容器内に取り外し自在に挿入されて第
１の容器の周囲壁と僅少隙間を存して対峙する周囲壁を備え第１の容器の底壁と間隔を保
つ位置に保持される上面開口の第２の容器（主タンク容器９Ｂに相当）との組み合わせか
らなる二重容器において、この二重容器を運送する際に生じる振動によっても、両容器が
擦れあうことによる傷つきが生じないような運送用の収納構造を提供するものである。
【００６１】
　本発明は、更に、給水容器９に関して、タンク本体９Ａ、主タンク容器９Ｂ、開閉弁機
構Ｐが正規の組み立て状態で安全運送ができる運送用収納構造を提供する。また、運送後
の使用に際して、包装の取り外しがし易く、しかも包装の取り外し作業によって開閉弁機
構Ｐが損傷を受けることが無いような運送用の収納構造と、これに使用する平面状緩衝材
を提供するものである。
【００６２】
　本発明に係る二重容器である給水容器９は、上記のように、前後左右壁９Ａ１を有する
上面開口のタンク本体９Ａ（第１の容器に相当）と、タンク本体９Ａ内に取り外し自在に
挿入されてタンク本体９Ａの底壁と間隔を保つ位置に保持される前後左右壁９Ｂ１を有す
る上面開口の主タンク容器９Ｂ（第２の容器に相当）との組み合わせにて前記間隔に補助
タンク部９Ｃを形成し、タンク本体９Ａの前後左右壁９Ａ１と主タンク容器９Ｂの前後左
右壁９Ｂ１とは僅少隙間Ｍを存して対峙し、補助タンク部９Ｃの製氷用水を自動製氷機７
へ供給するために補助タンク部９Ｃの底部に形成した給水口６０を開閉する開閉弁機構Ｐ
を備えている。
【００６３】
　そして、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間の僅少隙間Ｍには、平面状緩衝材が
介在され、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとが直接擦れ合って傷つきが生じることが
ないように構成している。この平面状緩衝材の代表的なものとして、紙が用いられる。こ
の紙をタンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間の僅少隙間Ｍに介在する状態で、主タン
ク容器９Ｂをタンク本体９Ａ内に組み合わせる。この紙は、前記前後左右壁９Ａ１と９Ｂ
１のうち、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの対峙する３壁面（図では、前壁、左右
壁を示す）間の僅少隙間Ｍに介在される３側面部分８０Ａ、８０Ｂ、８０Ｃと、この３側
面部分８０Ａ、８０Ｂ、８０Ｃのそれぞれから外方へ延びた引き抜き部８０Ａ１、８０Ｂ
１、８０Ｃ１と、この３側面部分８０Ａ、８０Ｂ、８０Ｃで囲まれて開閉弁機構Ｐの対応
部分が切除された空間部分８０Ｄとを備えた第１の紙（平面状緩衝材）８０と、タンク本
体９Ａと主タンク容器９Ｂとの対向する残りの壁面（図では、後壁を示す）間の僅少隙間
Ｍに介在される第４の側面部分８１Ａとこの第４の側面部分８１Ａから外方へ延びた引き
抜き部８１Ａ１とを備えた第２の紙（平面状緩衝材）８１とから構成される。
【００６４】
　そして、第２の紙８１はその引き抜き部８１Ａ１の引き抜きにて取り外し自在であり、
第１の紙８０は、隣り合う側面部分８０Ａと８０Ｃ、８０Ａと８０Ｂ相互の連結部分８２
が、この引き抜き部８０Ａ１、８０Ｂ１、８０Ｃ１の引っ張りによって破損する厚さに形
成されている。このように引っ張りによって破損するように、第１の紙８０は、厚さが約
０．０６ｍｍ程度の薄い紙が使用される。この紙は通常、コピー用紙として使用されるも
のを用いることによって所期の目的が達成できる。第２の紙８１も同様のものである。
【００６５】
　このように、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間の僅少隙間Ｍに紙が介在された
状態で、カバー９Ｄは、別個に冷凍冷蔵庫１内に取り付けた状態でもよいが、カバー９Ｄ
がフック装置９Ｒによってタンク本体９Ａに留められた状態であってもよい。
【００６６】
　これらの第１の紙８０と第２の紙８１によって、前後左右壁９Ａ１と９Ｂ１の擦れ傷の
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発生は防止される。そして、これらの紙を取り除いて給水容器９を正常に使用する場合に
は、引き抜き部８０Ａ１、８０Ｂ１、８０Ｃ１と引き抜き部８０Ａ１が露出していること
によって、紙８０、８１が介在されていることを視認できるため、これらの紙の取り外し
を促すことができる。このため、タンク本体９Ａから主タンク容器９Ｂを取り外して、第
１の紙８０と第２の紙８１の取り外しを行うこともできるが、本発明では、主タンク容器
９Ｂがタンク本体９Ａに組み合わされた状態で、第１の紙８０と第２の紙８１の取り外し
を行うことができる構成である。
【００６７】
　即ち、カバー９Ｄが存在しない状態のタンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの組み合わ
せ体の一側を手で掴んだ状態で、第２の紙８１の引き抜き部８１Ａ１の引き抜きにて、第
２の紙８１を容易に取り外しできる。また第１の紙８０は、例えば、引き抜き部８０Ｂ１
を引き抜こうとすれば、隣り合う側面部分８０Ａと８０Ｂ相互の連結部分８２にその引っ
張り力が作用して、この連結部分８２が破損する。同様に引き抜き部８０Ｃ１を引き抜こ
うとすれば、隣り合う側面部分８０Ａと８０Ｃ相互の連結部分８２にその引っ張り力が作
用して、この連結部分８２が破損する。この破損が容易に行われる状態とするためには、
連結部分８２に対応する空間部分８０Ｄのコーナ部８０Ｄ１が、図のように例えば直角状
態に角張ったエッジ状態であれば好ましい。
【００６８】
　この場合、側面部分８０Ｂと８０Ｃは、側面部分８０Ａ側では連結されているが、その
反対側である一端側は空間部分８０Ｄによって開放された状態であるため、引き抜き部８
０Ｂ１および引き抜き部８０Ｃ１の引き抜きによって、この開放された一端側が側面部分
８０Ａとの連結側に比して速く引き抜かれる状態となることによって、側面部分８０Ａと
８０Ｃ相互の連結部分８２、及び側面部分８０Ａと８０Ｃ相互の連結部分８２に、空間部
分８０Ｄから引き裂かれる作用力が働き、その部分から連結部分８２が容易に破損するよ
うになる。
【００６９】
　このようにして、側面部分８０Ｂと８０Ｃが引き抜かれた後、側面部分８０Ａをその引
き抜き部８０Ａ１を持って引き抜くことにより、第１の紙８０の取り外しが終了する。
【００７０】
　このように本発明によれば、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間に紙を介在され
させる作業だけで達成でき、従来技術のようなフィルムによる梱包機械も不要となる。ま
た、包装を解いて給水容器９を使用する場合は、各引き抜き部が露出していることによっ
て、紙が介在されていることを視認できるため、紙の取り外しを促すことができる。そし
て、この紙は、第１の紙８０と第２の紙８１とから構成されており、第１の紙８０は、開
閉弁機構Ｐ対応部分が切除された空間部分８０Ｄを３側面部分で囲む形態であるため、一
つの引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り合う側面部分相互の連結部分８２に
引っ張り作用が働き、この連結部分８２が破損し易くなり、この破損によって引き抜き部
に繋がる側面部分を取り外すことができる。そして、同様の作業によって他の側面部分も
取り外すことができる。また、第２の紙８１は、そのまま引き抜くことによって取り外せ
る。このため、補助タンク部９Ｃの底部に備えた開閉弁機構Ｐがこの紙８０、８１によっ
て移動したり、バネ６７が変形したりすることもなく、開閉弁機構Ｐは正常な状態で機能
できるようになる。
【００７１】
　上記のように、本発明に係る二重容器（給水容器９に相当）の運送用収納構造は、上面
開口の第１の容器（タンク本体９Ａに相当）と、この第１の容器内９Ａに取り外し自在に
挿入されて第１の容器９Ａの周囲壁（前後左右壁９Ａ１に相当）と僅少隙間（僅少隙間Ｍ
に相当）を存して対峙する周囲壁（前後左右壁９Ｂ１に相当）を備え第１の容器９Ａの底
壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の第２の容器（主タンク容器９Ｂに相当）との
組み合わせからなる二重容器において、第１の容器９Ａの底壁対応部分が切除された空間
部分（空間部分８０Ｄに相当）と、この空間部分８０Ｄの周縁部で隣同士が連なり（連結
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部分８２に相当）この空間部分８０Ｄの周辺において前記対峙する周囲壁間の僅少隙間Ｍ
に隣同士が分離状態で介在される側面部分（側面部分８０Ａ、８０Ｂ、８０Ｃ、８１Ａに
相当）と、この各側面部分から外方へ延びた引き抜き部（引き抜き部８０Ａ１、８０Ｂ１
、８０Ｃ１、８１Ａ１に相当）とを形成した紙（第１の紙８０、第２の紙８１に相当）が
第１の容器９Ａと第２の容器９Ｂとの間に介在され、隣り合う側面部分相互の連なり部分
８２が引き抜き部の引っ張りによって破損する強さに形成された構成である。
【実施例２】
【００７２】
　次に、本発明の実施例２について説明する。図９は本発明に係る給水容器と紙との関係
を示す分解斜視図、図１０は本発明に係る給水容器の運送時の収納構造を示す斜視図であ
る。本発明に係る給水容器９とそれに係る冷凍冷蔵庫１の構成については、上記図１乃至
図６で示した実施例１と同様であるため、それを援用するものとし、図９及び図１０にお
いて図１乃至図６と同一部分は同一符号を付すものとする。
【００７３】
　この発明に係る給水容器９の運送用収納構造は、上記構成の給水容器９において、対峙
するタンク本体９Ａの周囲壁（図では、前後左右壁）と主タンク容器９Ｂの周囲壁（図で
は、前後左右壁）との間の僅少隙間Ｍには、平面状緩衝材としての紙８３を介在する状態
で、主タンク容器９Ｂをタンク本体９Ａ内に組み合わせる。この紙８３は、タンク本体９
Ａの周囲壁と主タンク容器９Ｂの周囲壁との僅少隙間Ｍにそれぞれ介在される側面部分８
３Ａ、８３Ｂ、８３Ｃ、８３Ｄと、この各側面部分８３Ａ、８３Ｂ、８３Ｃ、８３Ｄから
外方へ延びた引き抜き部８３Ａ１、８３Ｂ１、８３Ｃ１、８３Ｄ１と、開閉弁機構Ｐの対
応部分が切除された空間部分８３Ｅとを形成している。そして、隣り合う側面部分８３Ａ
１と８３Ｂ１相互の連結部分８４、隣り合う側面部分８３Ａ１と８３Ｃ１相互の連結部分
８４、隣り合う側面部分８３Ｃ１と８３Ｄ１相互の連結部分８４、隣り合う側面部分８３
Ｂ１と８３Ｄ１相互の連結部分８４、が引き抜き部８３Ａ１、８３Ｂ１、８３Ｃ１、８３
Ｄ１の引っ張りによって破損する強さに形成されている。
【００７４】
　このように引っ張りによって破損するように、紙８３は、約０．０６ｍｍ程度の厚さの
紙が使用される。この紙は通常、コピー用紙として使用されるものを用いることによって
所期の目的が達成できる。
【００７５】
　このように、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間の僅少隙間Ｍに紙が介在された
状態で、カバー９Ｄは、別個に冷凍冷蔵庫１内に取り付けた状態でもよいが、カバー９Ｄ
がフック装置９Ｒによってタンク本体９Ａに留められた状態であってもよい。
【００７６】
　この紙８３によって、周囲壁９Ａ１と９Ｂ１の擦れ傷の発生は防止される。そして、包
装を解いて給水容器９を使用する場合には、引き抜き部８３Ａ１、８３Ｂ１、８３Ｃ１、
８３Ｄ１が露出していることによって、紙８３が介在されていることを視認できるため、
この紙８３の取り外しを促すことができる。このため、タンク本体９Ａから主タンク容器
９Ｂを取り外して、紙８３の取り外しを行うこともできるが、本発明では、主タンク容器
９Ｂがタンク本体９Ａに組み合わされた状態で、紙８３の取り外しを行うことができる構
成である。
【００７７】
　カバー９Ｄが存在しない状態のタンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの組み合わせ体の
一側を手で掴んだ状態で、紙８３を引き抜くことができる。即ち、紙８３は、例えば、引
き抜き部８３Ｂ１を引き抜こうとすれば、隣り合う側面部分８３Ａと８３Ｂ相互の連結部
分８４と、隣り合う側面部分８３Ｂと８３Ｄ相互の連結部分８４にその引っ張り力が作用
して、この連結部分８４が破損する。同様に引き抜き部８３Ｃ１を引き抜こうとすれば、
隣り合う側面部分８３Ａと８３Ｃ相互の連結部分８４と、隣り合う側面部分８３Ｃと８３
Ｄ相互の連結部分８４にその引っ張り力が作用して、この連結部分８４が破損する。この
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破損が容易に行われる状態とするためには、連結部分８４に対応する空間部分８３Ｅのコ
ーナ部８３Ｅ１が、図のように例えば直角状態に角張ったエッジ状態であれば好ましい。
【００７８】
　このようにして、側面部分８３Ｂと８３Ｃが引き抜かれた後、側面部分８３Ａをその引
き抜き部８３Ａ１を持って引き抜き、側面部分８３Ｄをその引き抜き部８３Ｄ１を持って
引き抜くことにより、紙８３の取り外しが終了する。なお、側面部分８３Ａ１および８３
Ｄ１を引き抜いた後、側面部分８３Ｂ１と８３Ｃ１を引き抜いても同様である。
【００７９】
　このように実施例２に示す発明によれば、タンク本体９Ａと主タンク容器９Ｂとの間に
紙を介在されさせる作業だけで達成でき、従来技術のようなフィルムによる梱包機械も不
要となる。また、包装を解いて給水容器９を使用する場合は、各引き抜き部が露出してい
ることによって、紙が介在されていることを視認できるため、紙の取り外しを促すことが
できる。
【００８０】
　そして、この紙は、開閉弁機構Ｐ対応部分が切除された空間部分８３Ｅを側面部分で囲
む形態であるため、一つの引き抜き部を摘んで引き抜くことによって、隣り合う側面部分
相互の連結部分８４に引っ張り作用が働き、この連結部分８４が破損し、この破損によっ
て引き抜き部に繋がる側面部分を開閉弁機構Ｐに悪影響を与えることなく取り外すことが
できる。そして、同様の作業によって他の側面部分も取り外すことができる。このため、
補助タンク部９Ｃの底部に備えた開閉弁機構Ｐがこの紙８３によって移動したり、バネ６
７が変形したりすることもなく、開閉弁機構Ｐは正常な状態で機能できるようになる。
【００８１】
　なお、実施例２に示す紙は、側面部分によって空間部分８３Ｅを全周で取り囲んでいる
ため、実施例１に示す発明に比して、引き抜き部を摘んで引き抜くことによる連結部分８
４が破損し難い状況ではある。このため、隣り合う側面部分相互の連結部分８４の長さを
短くするか、より薄い紙を使用するか、連結部分８４にミシン目を入れておく等の考慮を
すればよい。
【００８２】
　上記のように、本発明に係る二重容器（給水容器９に相当）の運送用収納構造は、上面
開口の第１の容器（タンク本体９Ａに相当）と、この第１の容器内９Ａに取り外し自在に
挿入されて第１の容器９Ａの周囲壁（前後左右壁９Ａ１に相当）と僅少隙間（僅少隙間Ｍ
に相当）を存して対峙する周囲壁（前後左右壁９Ｂ１に相当）を備え第１の容器９Ａの底
壁と間隔を保つ位置に保持される上面開口の第２の容器（主タンク容器９Ｂに相当）との
組み合わせからなる二重容器において、第１の容器９Ａの底壁対応部分が切除された空間
部分（空間部分８３Ｅに相当）と、この空間部分８３Ｅの周縁部で隣同士が連なり（連結
部分８４に相当）この空間部分８３Ｅの周辺において前記対峙する周囲壁間の僅少隙間Ｍ
に隣同士が分離状態で介在される側面部分（側面部分８３Ａ～８３Ｄに相当）と、この各
側面部分から外方へ延びた引き抜き部（引き抜き部８３Ａ１～８３Ｄ１に相当）とを形成
した紙（紙８３に相当）が第１の容器９Ａと第２の容器９Ｂとの間に介在され、隣り合う
側面部分相互の連なり部分８４が引き抜き部の引っ張りによって破損する強さに形成され
た構成である。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、自動製氷機付き冷凍冷蔵庫の給水容器のように、上下に重ね合わされた二重
容器であって、上下の容器間に補助タンク部が形成される形態における運送用収納構造と
して効果を奏するものであり、特に、平面状緩衝材である紙の取り除きに伴い、この補助
タンク部に配置される部品が損傷を受けない点でも効果を奏するものである。このため、
容器の形態が多角形、円形、楕円形のいずれにも適用できるものであり、製氷機への給水
容器以外にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００８４】
【図１】本発明冷凍冷蔵庫の正面図である。（実施例１）
【図２】本発明の冷凍冷蔵庫本体を正面から見た説明図である。（実施例１）
【図３】本発明冷凍冷蔵庫の縦断側面図である。（実施例１）
【図４】本発明の給水容器の斜視図である。（実施例１）
【図５】本発明の給水容器と給水路部分の分解斜視図である。（実施例１）
【図６】本発明の給水容器の開閉弁が閉じた状態の断面による説明図である。（実施例１
）
【図７】本発明に係る給水容器と紙との関係を示す分解斜視図である。（実施例１）
【図８】本発明に係る給水容器の運送時の収納構造を示す斜視図である。（実施例１）
【図９】本発明に係る給水容器と紙との関係を示す分解斜視図である。（実施例２）
【図１０】本発明に係る給水容器の運送時の収納構造を示す斜視図である。（実施例２）
【符号の説明】
【００８５】
　１・・・冷凍冷蔵庫
　２・・・冷凍冷蔵庫本体
　３・・・冷蔵室
　４・・・野菜室
　５・・・冷凍室
　６・・・製氷室
　７・・・自動製氷機
　７Ｂ・・製氷皿
　８・・・貯氷容器
　９・・・給水容器
　２４・・冷却器
　２５・・送風機
　２８・・冷蔵室と冷凍室の断熱仕切り壁
　５１・・給水管
　５１Ａ・・給水路
　６０・・給水口
　６１・・開閉弁
　６３Ａ、６３Ｂ・・永久磁石
　６５・・製氷用水の受け部
　６６・・ソレノイド
　６７・・バネ
　８０・・第１の紙（平面状緩衝材）
　８０Ａ、８０Ｂ、８０Ｃ・・側面部分
　８０Ａ１、８０Ｂ１、８０Ｃ１・・引き抜き部
　８０Ｄ・・空間部分
　８１・・第２の紙（平面状緩衝材）
　８１Ａ・・側面部分
　８１Ａ１・・引き抜き部
　８２・・連結部
　８３・・紙（平面状緩衝材）
　８３Ａ、８３Ｂ、８３Ｃ、８３Ｄ・・側面部分
　８３Ａ１、８３Ｂ１、８３Ｃ１、８３Ｄ１・・引き抜き部
　８３Ｅ・・空間部分
　８４・・連結部
　９０・・作動部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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